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小学校２年生、学芸会での写真（左）です。カラー写真で

ないのでわからないのですが、私が頭につけているの

は「赤い菊の花」、そして着ているのは赤いセーターです。

幼稚園の時はいつも部屋の隅っこで泣き虫、小学校に入って

もそれは変わらず、楽しかったという思い出はあまりありま

せん。そんな私に変化が訪れました。担任の玉田光子先生（私

にとってはおばあちゃんのような存在の優しい先生、今思え

ば今の私よりずっとお若かったと思います）の「がんばって！

ひろこちゃんならできるから！」という一言と共にいただい

た初めての学芸会でのセリフのある赤い菊の役がきっかけで

した。主役でもなく、そんなに多くのセリフはなかったので

すが、一つの役割をもらえたことで自分にもできることがあ

るんだという気持ちが芽生えたのです。ほんの小さな出来事

だったのですが、この時から教室の中でも皆と一緒に遊べる

ようになったり、手を挙げることができるようになったこと

をよく覚えています。マズローの欲求5段解説でいえば、初

めて承認欲求が満たされた瞬間だったのかもしれません。

そして、もう1枚は、2014年モナコでのEYワールド・アン

トレプレナー・オブ・ザ・イヤーのWomen in Leadership 

Summitに登壇した時の写真です。ほんの５分間の英語での

スピーチだったのですが、心臓はドキドキと脈打ってました。

このような場に立つなんて泣き虫で引っ込み思案だった私か

ら誰が想像できたでしょう。

子どものころの忘れられない励ましの一言、初めて役割を

もらった時の嬉しさ、ここに今の私の原点があるのでは……

と、古びた写真を取り出しては眺めています。
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